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∂¢/∂t-C∇2中一∂f/∂砂 , f-一三･¢ -2.芸! .¢ ･ A ･
n≦dの系に対 しては､秩序化過程が位相的欠陥 (界面､量子化渦など)の形成


















れば､界面のエネルギー密度はed=23/′2γ3/2cl'2g-1と得 られる｡ これが tの間
隔でできているときの平均エネルギー密度Edは Ed/ld=f(¢′eq)td+e d td-1で
与えられる｡初期のエネルギーEはE～0であるから､界面のできる条件はEd≦0で
ある｡ この条件から t≧号が結論される｡ これは､線形安定性の結論と同じであ
る｡今のところ､界面の形成過程においてCoaseningがすすまないという保証はな
いが (つまり､ tの上限はおさえられていないが)､界面の運動はtに比例して
遅 くなるから､初期の tは 号程度と言ってよいであろう｡
同様な議論がn=d=2,3およびn=d-1=2の系についてもで きて､
t≧号が言える｡ これらの系における巨視的な秩序形成は､ 号のスケールでみれ
ば､他の係数にかかわ りな く､位相的欠陥の消滅過程 として捉えることができる
のである｡
- 3 9 3 -
